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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 ヒト糖尿病の妊娠では，母体の血糖コントロールが

不良の場合に，新生児に巨大児，呼吸障害，下下時低

血糖や奇形が多いという臨床上の問題点がある．前3

者は，母体高血糖により惹起された胎児の高インスリ

ン血症が主要な要因とされている．

 母体糖尿病と新生児異常の関連を知る目的で，1型

糖尿病のモデル動物であるNon・Obese Diabetic

Mouse（以下NODマウス）を用い，母体の糖代謝異常

が胎仔の膵発育，機能及び体重に及ぼす影響を観察し

た．

 対象及び方法

 対象は，妊娠前，妊娠中に血糖を測定したNODマウ

ス29匹から出生した新生仔218匹で，糖代謝異常のない

ICRマウス8匹から出生した新生仔87匹を対照とし

た．いずれも出生直後の新生仔について検討した．

 NODマウス新生仔は，1：妊娠前後を通じて糖尿

病を発症しなかった母体（妊娠前の平均血糖値89．6±

14mg／dl，妊娠中86：4±14mg／dl）から生まれた108匹，

2：妊娠中に血糖上昇を認めた母体（妊娠前の平均血

糖値91．3±2mg／dl，妊娠中168。7±76mg／d1）から生ま

れた55匹，3：妊娠前から血糖上昇を認めた母体（妊

娠前の平均血糖値120．2±35mg／dl，妊娠中185．1±81

mg／dl）から生まれた55匹の3群に分類し，出生時体

重，膵島の組織学的成熟度，膵インスリン濃度を比較

観察した。膵組織標本は，Hematoxylin・Eosin， Mas，

son， Gomoriの各染色を行ない，所安夫氏による膵分

化過程模式図を用い，膵島の成熟度を判定，膵インス

リン濃度は，Davorenの法に準じてインスリンを抽出

し，RadioimmunoassayでIRIを測定した．

 結果

 NODマウス新生仔の出生直後の平均体重は，糖尿

病未発症母体から生まれた1群：1．54±0．17g，妊娠

中血糖の上昇した母体から生まれた2群：1．40±0．16

g，妊娠前，妊娠中共に高血糖を示した母体から生まれ

た3群：1．41±0．18gと1群に比し2及び3群の新生

仔体重は有意に甲州であった（p〈0．001）．なお対照の

ICRマウス新生仔体重の平均は1．72±0．26gであっ

た．

 NODマウス新生仔の膵島は，3群で最も未熟で，1

群で最も成熟しており，母体糖代謝異常が高度な程，

新生仔膵島成熟は遅延していた．

 NODマウス新生仔の膵インスリン濃度は，1群
2．24±0．83u／g， 2群1．92±1．05u／g， 3群1．72±0，68

u／gで，1群，2群，3群の順に膵インスリン濃度は低

下を示した．なお対照のICRマウス新生仔膵インスリ

ン濃度は6．38±2．33u／gであった．

 考案及び結語

 NODマウスにおいては，妊娠中の母体糖代謝異常

が高度な程，新生仔は低体重で，膵島の成熟も遅延し，

膵インスリン濃度も低値であった．これは，コントロー

ル不良のヒト糖尿病妊婦の新生児に巨大児が多いとい

う所見と反する結果であった．その理由として，マウ

スにおいては妊娠期間が著しく短いこと，高血糖に対

する児の感受性や，他のホルモンを含む胎内環境が異

なることなどが考えられる．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は，ヒトのインスリン依存型糖尿病のモデル動物であるNODマウスを用い，母体の糖代謝異

常が胎仔の体重および膵島の発育と機能に及ぼす影響をみたものであり，学術上価値ある論文である．
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